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１ 単元名  「電流と電磁石」 ～電磁石パワーアップ大作戦～ 
 
２ 指導にあたって 
（１）教材について 

本単元は、第4 学年の「電流の働き」の学習を踏まえて、「エネルギー」についての基本的な概念等を柱とした内容のうち
の「エネルギーの変換と保存」に関わるものであり、第 6 学年の「電気の利用」の学習につながるものである。ここでは、
児童が、電流の大きさや向き、コイルの巻き数などに着目して、これらの条件を制御しながら、電流がつくる磁力を調べる
活動を行う。その活動を通して、それらについての理解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付けるとともに、主に
予想や仮説を基に、解決方法を発想する力や主体的に問題解決しようとする態度を育成することをねらいとしている。 

児童は、第４学年「電流の働き」の学習で、電流の大きさによって電球の明るさが変わることや電流の向きを変えること
でモーターの回る向きが変わることなどについて学んでいる。さらに、第３学年の「磁石の性質」では、異極同士は引き付
け合い、同極同士は退け合うことや、磁石を自由に動くようにしたとき、必ず極は南北の向きに止まるという性質があるこ
となどについて学んでいる。本単元の第１次では、電磁石を作る活動を通して、その性質や働きに目を向け、第２次では、
自分の電磁石を強くする方法を調べていき、そして、第3 次では、学んだことを活用して最強の釣り竿を作成する。その中
で電磁石の性質を調べる際には、既習学習を活用して、予想や仮説を立て、実験方法を考えることができるようにする。ま
た、電磁石の強さを変化させる要因を調べる際には、変える条件と同じにする条件を制御しながら実験を行い、実験結果を
適切に処理し、考察することができるようにする。全体を通して、児童がより主体的に問題解決を行うとともに条件制御を
意識しながら、学習を進められるよう支援していく。 
（２）児童の実態 

本学級の児童は、明るく活動的で何事にも意欲的に取り組める児童が多い。理科の学習においても、興味・関心をもって、
観察、実験に取り組んでいる。「植物の発芽と成長」の学習では、インゲンマメの種子が発芽したり成長したりする要因につ
いて調べる活動の中で、児童は意欲的に条件を制御しながら実験方法を発想していくことができた。さらに個別で考えを聞
いてみると、しっかり自分の考えをもっていることが確認できた。しかし、実験方法の共有場面になると、全体で積極的に
意見や考えを提示できた児童はわずかであった。そこで、個の考えを引き出し、一人一人がより探究的な活動が行えるよう
な授業づくりを目指していく必要があると考えた。また、全体で自分の考えを共有することに苦手意識をもっている児童が
多くいるという実態もあるため、自分の問題解決の過程に自信をもち、主体的に学習を進められるように支援していく必要
もある。 
 前単元の「ふりこのきまり」の学習では、「ふりこの１往復する時間を変えるにはどうすればいいのだろうか。」について
考えた。児童は、「振れ幅・ふりこの長さ・おもりの重さを変えると１往復する時間が変わるのではないか。」と仮説を立て
た。仮説を検証するために実験方法を考え、その後、互いの実験方法を見比べ、意見を出し合い、実験方法をさらに練り上
げていった。実験方法を共有する際に、じっくりお互いの実験方法を見比べる時間を設けたところ、以前より活発な話合い
が行われているように見えた。しかし、実験の考察をすると、児童は誤差についてつまずき、教師も児童の思考を上手くつ
なぎ合わせることができず、十分な結論までには至らなかった。そこで、本単元では「個の学び」をより充実させ、児童一
人一人が自分の考えを明確にもつための支援を継続して行うとともに、「集団の学び」として、自分の考えが反映された予想
や仮説、実験方法を発想していく段階での話し合いを通して、より科学的な結論を導きだす力を養っていきたいと考える。 



（３）研究主題との関わり 
①「個の学び」を充実させる支援について 
（ア）「指導の個別化」を充実させるための支援 

（ⅰ）根拠のある予想や仮説をもたせるためのヒントとなる情報の準備 
 第３学年の理科で行った「磁石の性質」、第4 学年での「電流の性質」などの既習学習の中で予想や仮説をもつための根
拠となる情報を準備しておくことで、全ての児童が自分の考えをもつためのヒントとして活用できるようにする。 
（ⅱ）図や言葉、イラストを使って表現できるワークシートの工夫とクラウド上での共有 

予想や仮説を立てる際に図や言葉、イラストを用いて児童のイメージや思考を明確に表出できるようにする。また、ク
ラウド上でそれぞれの考えを共有することで、友達の考えに触れる時間を確保する。 

（イ）「学習の個性化」を充実させるための支援 
（ⅰ）電磁石作りをテーマとした単元構想と単元を貫く目標の設定 
 「電磁石を使ったものづくり」を単元の柱として学習を展開することで、児童がよりよく問題を見いだし、自分事とし
て捉え、主体的に問題解決を行えるようにする。 

 （ⅱ）主体的な問題解決を促すための環境設定と声かけの工夫 
  調べたい内容に適した実験器具を複数準備したり、児童が試行錯誤を行えるよう個別に声かけを行ったりすることで、

問題や実験方法をよりよく追究できるようにする。 
②「集団の学び」に対する支援について 

（ⅰ）実験方法の検討段階での意見交流 
 実験方法を発想していく段階で、他者と対話を行う時間を十分に確保し、自分と他者の考えを比較したり、他者の考え
に対して質問したりすることで、変える条件と同じにする条件を明確にし、予想を検証するための実験を行うことができ
るようにするとともに、他者の結果を取り入れた多面的な考察ができるようにする。 
（ⅱ）児童の思考をつなげる考察場面での工夫 
 それぞれの児童による実験から得られた結果を写真や動画で共有することで、視覚的に他者の実験の結果をつかむこと
ができるようにするとともに、児童の思考をつなぎ合い、結論を導きだせるようにする。 
 

３ 単元の目標 
 電流の大きさや向き、コイルの巻き数などに着目して、これらの条件を制御しながら、電流がつくる磁力を調べる活動を
通して、それらについての理解を図り、実験などに関する技能を身に付けるとともに、主に予想や仮説を基に、解決の方法
を発想する力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。 
 
４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
① 電流の流れているコイルは、鉄心を

磁化する働きがあり、電流の向きが
変わると、電磁石の極も変わること
を理解している。 

② 電磁石の強さは、電流の大きさや導
線の巻き数によって変わることを理
解している。 

③ 電流がつくる磁力について、実験な
どの目的に応じて、器具や機器など
を選択し、正しく扱いながら調べ、そ
れらの過程や得られた結果を適切に
記録している。 

① 電流がつくる磁力について、予
想や仮説をもとに、解決の方法
を発想し、表現するなどして問
題解決している。 

② 電流がつくる磁力について、実
験などから得られた結果を基に
考察し、表現するなどして問題
解決している。 

① 電流がつくる磁力についての事
物・現象に進んで関わり、粘り強く
他者と関わりながら、問題解決し
ようとしている。 

② 電流がつくる磁力について学んだ
ことを学習や生活に生かそうとし
ている。 



５ 指導計画（１０時間）        は問題       は児童の思考       は結論     は対話 
学習活動 児童の意識の流れ 手立て・支援 評価 

単元導入 
電磁石を使った魚
釣りゲームを行い、
学習問題を見いだ
す。      
(１)魚釣りゲーム
を行い、気付いたこ
とを話し合う。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○「電磁石を使っ

たものづくり」を

単元の柱として学

習を展開すること

で、児童がよりよ

く問題を見いだ

し、自分事として

捉え、主体的に問

題解決を行えるよ

うにする。 

(個－イ－ⅰ) 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１次 
電磁石を作って働
きを調べる。 
(１)100 回巻きの
コイルを作り、コイ
ルの仕組みを知る。 
 
 
 
(２)電磁石をつく
り、働きを調べ気付
いたことを話し合
う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○既習学習を振り

返りながらコイル

の仕組みを知るこ

とで、全ての児童

が自分の考えをも

つためのヒントと

して活用できるよ

うにする。 

(個－ア－ⅰ) 

○既習事項を想起

させることで根拠

のある予想に基づ

いた実験方法を考

えられるようにす

る。 

(個－ア－ⅰ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●電流がつくる磁

力についての事物・

現象に進んで関わ

っている。 

(態－①) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魚釣りゲームをしよう。 

先に付いて
いるのは磁
石かな。 

３年生のとき
もしたね。 

クリップに近
付けたら釣る
ことができる
よ。 

エナメル線
が絡まない
ように、長く
伸ばしてか
ら巻くとい
いね。 

先生の釣り竿なら大きな魚が釣れたぞ。 

スイッチが付
いているよう
だ。 

先生の磁石は
何か違うのか
な。 

電池も付いて
いるよ。 

磁石に付いた
ものはしばら
く磁石になっ
ていたけど、
電磁石はどう
かな。 

電磁石に必要なコイルを作ってみよう。 

巻き始めや巻
き終わりはセ
ロハンテープ
でとめておく
といいよ。 

先生の磁石を作ってみよう。 

棒磁石との違
いはなんだろ
う。 

電磁石の両端
にクリップが
付いたよ。 

コイルを使って回路をつくり、電磁石の働きを調べ
よう。 

電池の向きを
変えるとどう
なるのかな。 

スイッチを切
るとクリップ
は付かなくな
ったよ。 

エナメル線の
エナメルを紙
やすりで削ら
ないと電流は
流れないよ。 

電磁石と棒磁石の同じところや違うところをさがし
てみよう。 

N 極や S 極は
あるかな。 



 (３)電磁石と棒磁
石の違いについて
予想を立て、実験方
法を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(４)実験結果から
考察し、結論を導き
だす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○調べたい内容に

適した実験器具を

複数準備したり、

児童が試行錯誤を

行えるよう個別に

声かけを行ったり

することで、問題

をよりよく追究で

きるようにする。 

(個－イ－ⅱ) 

 

 

 

○実験結果を写真

や動画で共有する

ことで、視覚的に

他者の実験の結果

をつかむことがで

きるようにすると

ともに、児童の思

考をつなげ合い、

結論を導きだせる

ようにする。 

(集－ⅱ) 

 

●電流がつくる磁

力について、予想や

仮説を基に、解決の

方法を発想し、表現

するなどして問題

解決している。   

（思・判・表－①） 

 

 

 

 

 

 

●電流がつくる磁力

について、実験などか

ら得られた結果を基

に考察し、表現するな

どして問題解決して

いる。(思・判・表－②) 

●電流の流れている

コイルは、鉄心を磁化

する働きがあり、電流

の向きが変わると、電

磁石の極も変わるこ

とを理解している。 

(知・技―①) 

第２次 
電磁石を強くする
方法を調べる。 
(１) 電磁石を強く
する方法を考え、予
想を立て、共有す
る。 
(２)実験方法を考
え、共有する。 

（本時7/10） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○言葉やイラスト
を用いてイメージ
や思考を明確に表
出させ、クラウド
上で考えを共有で
きるようにするこ
とで他者の考えに
触れる時間を確保
する。 

(個－ア－ⅱ) 
 
○他者と対話を行
う時間を十分に確
保し、考えを比較
したり、他者の考
えに対して質問を
したりすること
で、変える条件と
同じにする条件を
明確にし、予想を
検証するための実
験を行うことがで
きるようにする。 

（集－ⅰ） 

●既習内容を振り
返りながら電流が
つくる磁力につい
て、予想や仮説を表
現している。    

(思・判・表－①) 
 
 
 
 
 
●電流がつくる磁
力について、予想や
仮説を基に、解決の
方法を発想し、表現
するなどして問題
解決している。   

(思・判・表－①) 
 
 
 
 
 

電磁石を強くするにはどのようにすればいいのだろうか。 

電池の数を１
個と２個で比
べてみよう。 

コイルの巻き
数を 100 回巻
きと 200 回巻
きで比べてみ
よう。 

導線が細いも
のと太いもの
で そ れ ぞ れ
100 回巻きの
コイルを作ろ
う。 

電流の強さを
変えると強く
な る と 思 う
よ。 

電磁石に付いたクリップの数で電磁石の強さを調べ
よう。 

導線の太さを
太くすると強
くなると思う
よ。 

コイルの巻き
数を変えると
強くなると思
うよ。 

方位磁針を使
って N 極と S
極があるのか
確かめてみよ
う。 

アルミや銅
が電磁石に
付くか調べ
てみよう。 

電池の向き
を変えて電
磁石がどう
なるのか調
べてみよう。
 

電流を流すと
方位磁針が動
いたよ。N 極
と S 極がある
ことが分かる
ね。 

鉄以外の金
属には付か
なかったね。 

電流の向きを
変えるとN極
と S 極が入れ
替わったよ。 

棒磁石と同
じで電磁石
にもＮ極と 
Ｓ極がある。 

電磁石には
Ｎ極とＳ極
はあるのだ
ろうか。 

電流の向きを
変えると、ど
うなるのだろ
うか。 

電磁石には
他の金属も
付くのだろ
うか。 

棒磁石と同
じで、電磁
石にも鉄し
か付かない。 

電流の向きを
変えるとN 極
と S 極を入れ
替えることが
できる。 

電磁石と棒磁石の違いについて調べよう。 



(３)実験を行い、実
験結果から考察し、
結論を導きだす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第３次 
最強の釣り竿を作
る。 
(１)既習事項を確
認し、最強の釣り竿
の設計図を作る。 
 
(２)自分が設計し
た釣り竿を使って
魚釣りゲームを行
う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○実験結果を写真
や動画で共有する
ことで、視覚的に
他者の実験の結果
をつかむことがで
きるようにすると
ともに、児童の思
考をつなぎ合い、
結論を導きだせる
ようにする。 

(集－ⅱ) 
 
 
 
 
○これまでの学習
内容がすぐに振り
返られるような環
境設定を行うとと
もに、児童が発見
した電磁石の性質
が釣り竿作りに生
かされるよう声か
けを行う。 

(個－イ－ⅱ) 

●電流がつくる磁力
について、実験などの
目的に応じて、器具や
機器などを選択し、正
しく扱いながら調べ、
それらの過程や得ら
れた結果を適切に記
録している。 

(知・技－③) 
●電磁石の強さは、電
流の大きさや導線の
巻き数によって変わ
ることを理解してい
る。  (知・技―②) 
 
●電流がつくる磁
力について学んだ
ことを学習や生活
に生かそうとして
いる。  (態－②) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コイルの巻き数を増やしたり、電流を大きくした
り、導線を太くしたりすると電磁石は強くなる。 

電池の数を２
個にしよう。 

コイルの巻き
数はできるだ
け増やそう。 

導線が太い
方がいいな。 

電磁石をパワーアップさせて最強の釣り竿を作ろう。 

コイルの 100
回 巻 き よ り
200 回巻きの
方がクリップ
がたくさん付
いたよ。 

電池１個よ
り２個の方
がクリップ
がたくさん
付いたよ。 

細いものより
太いものの方
がクリップが
たくさん付い
たよ。 

大きな魚を釣るにはどのようにすればいいのだろう。



６ 本時の学習 
（１） 目標 

電磁石の強さを変化させる要因について、予想や仮説をもとに、解決の方法を発想し、表現することができる。 
（２） 展開（７／１０） 

学習活動 児童の意識の流れ 支援 評価 
１ 前時を振り返
り、学習問題と自分
の予想を確認する。 
 
 
 
２ 個人で実験方
法を考える。 
 
 
 
３ グループで実
験方法を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 全体で実験方
法を共有し、検討す
る。 
 
 
 
 
５ グループで実
験方法を見直す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○児童が試行錯誤を
行えるよう個別に声
かけを行うことで、
問題や実験方法をよ
りよく追究できるよ
うにする。  

(個－イ－ⅱ) 
 
 
 
 
○他者と対話を行う
時間を十分に確保
し、考えを比較した
り、他者の考えに対
して質問をしたりす
ることで、変える条
件と同じにする条件
を明確にし、予想を
検証するための実験
を行うことができる
ようにする。 

(集－ⅰ) 
○児童が試行錯誤を
行えるよう個別に声
かけを行うことで、
実験方法をよりよく
追究できるようにす
る。 (個－イ－ⅱ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●電流がつくる磁
力について、予想
や仮説を基に解決
の方法を発想し、
表現している。 
(思・判・表－①) 
 

どのように導
線にまくの？
端？真ん中？ 

電池はどの
ようにつな
ぐのかな。 

100 回巻きはも
う実験してるか
ら、200 回巻き
で実験するのは
どうかな。 

導線は全
体に行き
渡るよう
に巻こう。 

電池は、並列つな
ぎより直列つな
ぎの方が強かっ
たから、直列つな
ぎにしよう。 

導線が細いも
のと太いもの
でそれぞれ 200
回巻きのコイ
ルを作ろう。 

グループで実験方法を考えよう。 

みんなで実験方法を共有し、検討しよう。 

実験方法を見直そう。 

電池の数を
１個と２個
で比べてみ
よう。 

100 回巻きのコ
イルと 200 回
巻きのコイル
を用意しよう。 

導線が細い
ものと太い
ものでそれ
ぞれ100回巻
きのコイル
を作ろう。 

電流の大き
さを変える
と強くなる
と思うよ。 

導線の太さを
変えると強く
な る と 思 う
よ。 

コイルの巻き
数を変えると
強くなると思
うよ。 

導線の巻き
数と太さは
同じにしよ
う。 

電池の数と導
線の太さは同
じにしよう。 

コイルの巻
き数と電池
の数は同じ
にしよう。 

電流の大き
さを変える
からコイル
の巻き数と
導線の太さ
は同じにし
よう。 

導線の太さ
を変えるか
らコイルの
巻き数と電
流の大きさ
は同じにし
よう。 

コイルの巻き
数を変えるか
ら電流の大き
さと導線の太
さは同じにし
よう。 

電磁石を強くするにはどのようにすればいいのだろうか。 


